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1本資料における以下の用語、マークはHL7 Internationalの商標です。
HL7 → HL7®, CDA → CDA®,  FHIR → FHIR®
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HL7 とは何か？

HL7はコンピュータ間での医療文書情報のデータ連携を標準化するための国際規格で、
V2（テキスト）、V3（XML）、CDA（V3の進化版）、FHIR（Web通信）の4種類がある。

それぞれ、データ構造（フォーマット）のルールを定めている。

FHIRのみ、Web通信での連携を前提としている。
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Aベンダのシステム Bベンダのシステム

こういうルールで！
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データ構造は
それぞれ別



HL7 とは何か？

• HL7 V2.x
–セパレータで区切ったテキストで表現

–セグメント毎の配置ルールで構造を表現
⇒ 全ての処理で内容を解釈する（パージング）プログラムが必要。
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aa|bb|cc

MSH|^~¥&|HIS||RIS||20050120012345||OMG^O19^OMG_O19|mn12345|P|2.5||||||ASCII~ISO IR87||ISO 2022-1994<cr>
PID|||9753111111^^^^PI||フクオカ^チヒロ^^^^^L^P~福岡^千尋^^^^^L^I||19801021|M|||

^^^^105-0001^^H^東京都港区虎ノ門１－１９－９ ||^PRN^PH^^^^^^^^^03-3506-8010<cr>
PV1|1|I|E02^21^^^^N||||223344^田中^一郎^^^^^^^L^^^^^I|||04<cr>
ORC|NW|200501200050000|||||||20050120165030|334455^高橋^和夫^^^^^^^L^^^^^I||334455^高橋^和夫^^^^^^^L^^^^^I|

04^^^^^C||||04^循環器科^JSHR<cr>
TQ1|1||||||||R<cr>
OBR|1|200501200050000||3000100000000000^Ｘ線血管撮影^JJ1017-16P|||200501211650|||||||||334455^高橋^和夫^^^^^^^L^^^^^I|||||||||

O|||||CART<cr>
ORC|PA|200501200050000|||||||20050120165030|334455^高橋^和夫^^^^^^^L^^^^^I||334455^高橋^和夫^^^^^^^L^^^^^I|

04^^^^^C||||04^循環器科^JSHR<cr>
TQ1|1||||||||R<cr>
・・・・・・



HL7 とは何か？

• HL7 V3
– XML形式で表現

– 情報構造、情報項目は XML のルールで表現

⇒ 電文解釈は XMLのライブラリ活用が可能に

6

<aa>
<bb/>
</aa>

<POLB_IN224200 ITSVersion="XML_1.0" xmlns="urn:hl7-org:v3" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
<id root="2.16.840.1.113883.19.1122.7" extension="CNTRL-3456"/>
<creationTime value="200202150930-0400"/>
<!-- The version of the datatypes/RIM/vocabulary used is that of May 2006 -->
<versionCode code="2006-05"/>
<!-- interaction id= Observation Event Complete, w/o Receiver Responsibilities -->
<interactionId root="2.16.840.1.113883.1.6" extension="POLB_IN224200"/>
<processingCode code="P"/>
<processingModeCode nullFlavor="OTH"/>
<acceptAckCode code="ER"/>
<receiver typeCode="RCV">
<device classCode="DEV" determinerCode="INSTANCE">
<id extension="GHH LAB" root="2.16.840.1.113883.19.1122.1"/>
<asLocatedEntity classCode=“LOCE”>
<location classCode="PLC" determinerCode="INSTANCE">
<id root="2.16.840.1.113883.19.1122.2" extension="ELAB-3"/>

</location>
</asLocatedEntity>

</device>
</receiver>
<sender typeCode="SND">
・・・



HL7 とは何か？
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• HL7 V3 RIM データモデル



HL7 とは何か？
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<CDA>
• HL7 CDA

– HL7 V3 の構造を活用、XML形式で表現

– 情報構造、情報項目の表現ベースに R-MIM構造を採用

⇒ 広く採用され、CDA関連ツールも利用可に。



何故FHIRなのか、FHIRとは何か

• 米国民全員が自身の医療情報にアクセスできる

– ブッシュHealth IT Initiative、オバマHITECH(Meaningful Use)
– 自身の健康管理に参加、重複処方、処方ミスの把握

• SOA(ROA)によるWEBサービス (スマホの普及)
– SOAP(複雑、難解だが)REST(ROA)=RFH(FHIR)
– 多くの人、多くの(中小も)企業が開発に参加できる

– ほとんどの国民が医療データにアクセスできる

• そして、重要な情報はCDAでC-CDA
• さらに、米国 Standard Strategy

– 今はUS Realm World Wide へ
9



FHIR が登場した背景

10

米ONC

Blue Button の実現

米国民がブラウザから自身の
健康情報を簡単にダウンロード
できる仕組みを実現する。

https://www.healthit.gov/topic/health-it-initiatives/blue-button
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FHIR とは

Fast (to design and implement)

Healthcare

Interoperability

Resources

手早く設計し導入できる、
保健医療分野の相互運用リソース

12

®

®



FHIR が Web通信を採用した理由

• 世界中の情報共有はブラウザ経由で簡単に！
→ RESTという世界共通の一般的な通信手順
＝誰でも簡単に情報を取得共有できる。
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REST インターネット

REST

Webブラウザ

モバイル

REST

プログラムやツール

データサーバー

世界中の開発者がREST用の通信プログラ
ムや開発ツールをオープンで提供している。
→ 生産性高く開発できる



FHIR(ROA)のリソース

FHIRリソースは

• データ交換の小さな論理的に独立したユニット

• 振る舞いと意味が定義されている

• 身元と所在が明確

• トランザクションの最小単位

• 医療に関連すること
14

http://server.org/fhir/Patient/1234

Resource type

endpoint Resource id

全てのリソースは一意なアドレスで識別される



実装面での HL7 V2, V3, CDA vs FHIR
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規格書

1010
0101

HL7はルールを「規格書」
として文書を公開

● HL7 V2, V3, CDA の場合（これまで）

プログラマは規格書を解釈して
ゼロからプログラムを組む。

開発中の医療
システムプログラム

● HL7 FHIR の場合（新登場）
HL7と協力団体が連携プログラムを「部品」として公開

プログラマは公開された
「部品」を組み込む。

開発中の医療
システムプログラム 楽苦



情報モデル面での V3 vs FHIR
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医
療

完璧なデータモデル
⇒何にでも対応

V3 FHIR
目的の仕組み

必要なデータモデル
パーツを組み合わせ



後方互換を意識した FHIR の Paradigm 概念

 通信上の４つの Paradigms

17

Documents
• 独立型文書（CDA）または集約された

Resource のタイプ
• １つのコンテンツで、署名認証などが可

Messages
• V2, V3 と同様でバンドルリソース集合
• 要求＋応答のバンドル
• イベント駆動型で非同期も可

Services
• SOA原則に基づき、自由にワークフローを実現
• 制約：FHIRリソースに適すること。

REST (REpresentational State Transfer)

• HTTPの活用、操作は事前定義
• Mobile, PHS, Registries などの
シンプルな連携に適する

FHIR V3, CDA

V2, V3 その他
aa|bb|

cc
<aa>
<bb/>
</aa>

<CDA/>
http://
+ JSON

Other

<aa>
<bb/>
</aa>



後方互換を意識した FHIR の Paradigm 概念

• 通信上の４つの Paradigms
–検体検査システムから検査結果メッセージ HL7 V2 を FHIR G/W経由で

FHIRサーバに送付。FHIRレポジトリに情報を JSON、XML等で蓄積。
– さらに別のParadigmでそれを共有し、参照することができる。

18

FHIR
レポジトリ

®

®

®

FHIR G/W検体検査システム FHIRサーバ

CDA文書サーバ

モバイル端末

Socket
HL7 V2

Message

Document

REST

FHIR G/W

Socket
HL7 CDA



FHIR の詳細情報 ⇒ http://hl7.org/fhir/
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レベル 1：Foundation(基礎)
仕様作成時の基本フレームワーク

レベル 2：Implementer support(実装者支援)
実装者が利用できるための支援

レベル 3：Administration(管理)
患者、医療従事者、組織、機器、物質などを管理、
トレースするための基本規定

レベル 4：Clinical(臨床情報)
プロブレム、アレルギー、治療過程（治療計画、紹
介）等の主な臨床情報

レベル 5：Clinical Reasoning(臨床支援)
意思決定支援、品質管理支援



FHIR Resources

20

成熟度（Maturity Levels）
0 ドラフト
1 リソース承認、実装済
2 動作試験済
3 品質検証済、試行実装検証中
4 トライアルユースレベル
5 5以上の製品で実装検証中
N 標準リソースとして公開中



FHIR Resource - Patient

21



FHIR のデータ構造定義

• 基本 Resource だけでは不十分である
⇒ 医療には多様な背景、状況がある

• 特定の実装・ユースケースには次のような要求がある

– Resource の制約 ⇒ Profiles
– Resource の拡張 ⇒ Extensions
– 特殊なコードセット、用語

– 特化したリソースの活用

• FHIR はプラットフォームの仕様である

– Profile は特定の要件（目的）に適合するものである

– 基本通信フォーマットは変更しない

• 実運用では Resource の組み合わせが使われる

– Bundle は 複数の（拡張、制約を定義された）Resource を
まとめて定義できる

22

Bundle
Resources

Extensions

Profiles

Resources

Profiles

・・・



例：処方情報 FHIR 記述仕様での構造

23

• Bundle Resource で、１つの処方情報として束
ねている。

• その下に、それぞれの Resource が配置され
ている。

• Composition Resource は「目次」の役割をし、
患者情報や処方情報といった具体的な情報
Resource（か、その Profile）にリンクをしている。

• 情報 Resource に対しては、Resourceの制約
（使い方）を示す Profile が通常定義される。

例：Patient Resource の日本国内での基礎要件
＝ JP_Patient Profile

• Profile にて、要件を拡張する場合、Extension
が定義される。

例：JP_Patient Profile の患者名を漢字、カナ、ア
ルファベットで表現する。
＝ NameRepresentationUse Extension
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医療情報連携の関連標準（一部）とその関係

25

®

画像 認可 テキスト

ワークフロー

各プロジェクト



SMART Health IT

26https://smarthealthit.org/



SMART Health IT ( history )

27

https://smarthealthit.org/



SMART Health IT ( Projects )

28https://smarthealthit.org/smart-health-it-projects/



Sync for Science = EHR x NIH x ONC x Harvard 

29【引用】 Gemini Pilot Project: Imaging for Cancer Care
Chris Carr Director of Informatics, RSNA & Secretary, IHE International Board

http://syncfor.science/



CDS Hooks & Cards: EHRからのCDSサービス利用手順

30

https://cds-hooks.org/



SMART Health IT ( Powering to )
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https://smarthealthit.org/about-smart-2/



CMS Blue Button 2.0 ( for developers )

32

https://bluebutton.cms.gov/



CMS Blue Button 2.0 (for organization & people)
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https://www.cms.gov/Research-Statistics-Data-and-Systems/CMS-Information-Technology/Blue-Button

https://www.medicare.gov/manage-your-health/share-your-medicare-claims-medicares-blue-button



相互運用性確保に向けた FHIR と IHE によるコラボ

34
HL7 International Official Blog

http://blog.hl7.org/another_type_of_moonshotproject_gemini



IHE on FHIR
• 2018年の Project Gemini 立上げより、HL7 FHIR と IHE のコラボレーションが加

速し、「IHE on FHIR」 として広報されるようになった。

• Project Gemini は HIMSS18の場で立ち上がり、HL7 と IHE それぞれの特徴を調
和し、より医療現場での FHIR を活用したワークフローの追求と、整備を行っている。

• IHEではこれに伴い、PCC（Patient Care Coordination）、QRPH（Quality, 
Research, and Public Health）の各ドメインで FHIRプロファイルの整備を実施。

• また、Radiology、ITI（IT Infrastructure）、Pharmacy、Devices では、モバイルデバ
イス対応や、医療現場の REST通信環境の整備促進に伴い、FHIRプロファイルを
独自に整備している。

35

®



IHE PDQm (Patient Demographic Query for mobile)

Volume 1:38章 PDQｍプロファイル概略

モバイルやブラウザ上のアプリから患者基本情
報をRESTfulインターフェイスで検索する手順を
定義する。機能的にはPDQ、PDQV3と同様で、
HL7 FHIRを用いる点が異なる。HTTP、JSON、
Simple-XML及びRESTを活用し、ペイロード
フォーマットはHL7 FHIRで定義されている。

この実装ガイドは HL7 FHIR要件に完全に準拠
し、相互運用性、識別可能な結果値、PDQや
PDQv3との互換性を目的とするユースケースに
よる条件のみを示す。

※2021/09 時点でパブコメバージョン

36
https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html



IHE PDQｍ Workflow

37



HL7®FHIR® Accelerator Program

38

https://www.hl7.org/about/fhir-accelerator/

迅速な開発を行うためのFHIR API
を医療システム開発者に提供する。

CARINと連携し彼らのステークホル
ダにAPIを共有して実装力を強化。

CodeXと連携しがん研究用FHIR
データモデルmCODEを整備する。

VBCデータ共有による成果、コスト、
管理の最適化をする手順を整備。

Gravityと連携し健康に関する社会
的要因をFHIRで医療と共有する。

診療現場と医学研究分野間での
情報共有の促進をFHIRで提案。
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日本におけるFHIR活用に向けた活動団体（主なもの）

40

日本HL7協会

NeXEHRS コンソーシアム

NeXEHRS 課題研究会

HL7 FHIR 日本実装検討WG

日本IHE協会

FHIR 課題研究会

システムベンダー

医療施設／地域

標準策定・維持管理部会

日本医療情報学会
JP-Core

FHIR実装仕様

○○データFHIR
記述仕様書

OpenFRUCtoS
日本仕様FHIRサーバ
モジュール

コネクタソン（適合性認証）

FHIR実装製品

IHE on FHIR
テクニカル

フレームワーク

厚生労働省

厚生労働省標準診療報酬改定

導入／稼働

産

官

学

医療・国民の健康への貢献



NeXEHRS 研究会を創設して FHIR APIを具現化

41https://jpfhir.jp/

https://nexehrs.jp/



NeXEHRS研究会 HL7® FHIR® 日本実装検討WGの構成

SWG1： FHIR Infrastructure
リーダ：㈱ファインデックス 宮川 力
サブリーダ：㈱ケーアイエス 小西 由貴範
サブリーダ：東京大学 三谷 知広

SWG2： Diagnostics and Observation
リーダ：キヤノンメディカルシステムズ㈱ 塩川 康成
サブリーダ：㈱ケーアイエス 平山 照幸

SWG3： Patient Administration
リーダ：日本HL7協会 檀原 一之
サブリーダ：東京大学 土井 俊祐、

インターシステムズジャパン㈱ 上中進太郎

SWG4： Patient Care and Summary
リーダ：東京大学 河添悦昌
サブリーダ：山口大学 石田 博

42

SWG5: Pharmacy and Medication
リーダ：国立保健医療科学院 小林 慎治

サブリーダ：日本アイ・ビー・エム㈱ 木村雅彦

SWG6： Vocabulary and Terminology
リーダ：東京大学 今井健

サブリーダ：国立病院機構 堀口 裕正

SWG-SSMIX： SS-MIX2ストレージをアクセスするHL7FHIRアダ
プタ仕様を策定

リーダー: ㈱SBS情報システム 中根 賢

サブリーダー： ㈱NTTデータ東海 沼野 武志

共催組織：JAMI HL7FHIR研究会
（代表：東北大学 中山雅晴教授）



例えば SWG2 では…

• 検査結果（画像、テキスト系）と、レポート、問診とその回答、参照文書を対象として、
FHIRのリソースでどう実装するかの要件定義を行っています。

• 主に、カルテ、DWH、検査部門系、さらに各種生体デバイス系の業務関係者が対
象になると思います。

43

Resource Maturity Committee (HL7 FHIR US)
ImagingStudy 3 Imaging Integration
DiagnosticReport 3 Orders and Observations
Observation N Orders and Observations
Questionnaire 3 FHIR Infrastructure
QuestionnaireResponse 3 FHIR Infrastructure
DocumentReference 3 Structured Documents
Specimen (02/18 added) 2



SIMPLIFIER.NET 上での要件定義

44



SIMPLIFIER.NET 上での要件定義
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JP-CORE V1 を公開！V2へ活動継続

46
https://jpfhir.jp/jpcoreV1/



処方情報 FHIR記述仕様書

47https://std.jpfhir.jp/



FHIR研究会 を設立し、医療現場でのユースケースを整理

48http://fhir.jp/



NeXEHRS コンソーシアムより Openな FHIRサーバの公開開始

49

https://www.nexehrs-cpc.jp/

https://open.fructos.jp/



日本コネクタソン2021 10/25月～29金

50
場所：東京都産業貿易センター台東館7階（東京 浅草）



IHE PDQｍ Workflow

51



コネクタソン会場

PDQｍ の検証環境

• 今回は参加ベンダーが全社会場にいたため、会場にてFHIRサーバを3台立ち上げた。
① HAPI サーバ（IHE-J） ② OpenFRUCtoSサーバ（IHE-J） ③ IBM社FHIRサーバ

• 各社は 3台のサーバにそれぞれアクセスして、接続検証を行った。

• PDC（クライアント）より直接PDS（サーバ）にアクセスし、ログや取得したJSONファイル、
画面キャプチャ等の結果情報を Gazelleにアップして審査員が審査。

52

クライアント
（PDC）

Gazelle
試験管理ツール

① HAPI サーバ

② OpenFRUCtoS サーバ

③ IBM社 FHIR サーバ

PDS

接続試験 結果情報アップ
→ 審査



PDQｍ の審査（STEP140：ITI-78 Query Patient Resource）

53

JSONファイルの内容：

{"resourceType":"Bundle","id":"25506a19-d55e-4ea2-8460-7995d7ee7846","meta":{"lastUpdated":"2021-10-
27T10:05:14.360+09:00"},"type":"searchset","total":3,"link":[{"relation":"self","url":"http://192.168.8.61:8099/openfructos_api_war_exploded/Patient?active=true&family=%E9%87%91&_cou
nt=100"}],"entry":[{"fullUrl":"http://192.168.8.61:8099/openfructos_api_war_exploded/Patient/27","resource":{"resourceType":"Patient","id":"27","meta":{"versionId":"1","lastUpdated":"2021-
10-
25T13:57:43.760+09:00"},"identifier":[{"system":"urn:oid:1.2.392.200036.9169.1.9.20.20","value":"1234567809"}],"active":true,"name":[{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinitio
n/iso21090-EN-representation","valueCode":"ABC"}],"family":"KANAYAMA","given":["KENJI"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-
representation","valueCode":"IDE"}],"family":"金山","given":["憲史"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation","valueCode":"SYL"}],"family":"カナ
ヤマ","given":["ケンジ"]}],"telecom":[{"system":"phone","value":"0287-26-6211","use":"home"}],"gender":"male","birthDate":"1989-09-09","address":[{"text":"栃木県大田原市下石上１３８５番地
","postalCode":"324-
8550","country":"JP"}]},"search":{"mode":"match"}},{"fullUrl":"http://192.168.8.61:8099/openfructos_api_war_exploded/Patient/32","resource":{"resourceType":"Patient","id":"32","meta":{"vers
ionId":"1","lastUpdated":"2021-10-
25T14:02:06.431+09:00"},"identifier":[{"system":"urn:oid:1.2.392.200036.9169.1.9.20.20","value":"1234567812"}],"active":true,"name":[{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinitio
n/iso21090-EN-representation","valueCode":"ABC"}],"family":"KANEDA","given":["MITSUKO"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-
representation","valueCode":"IDE"}],"family":"金田","given":["満子"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation","valueCode":"SYL"}],"family":"カネ
ダ","given":["ミツコ"]}],"telecom":[{"system":"phone","value":"03-3231-2345","use":"home"}],"gender":"female","birthDate":"1989-12-12","address":[{"text":"東京都中央区八重洲２−３−４
","postalCode":"105-
2345","country":"JP"}]},"search":{"mode":"match"}},{"fullUrl":"http://192.168.8.61:8099/openfructos_api_war_exploded/Patient/34","resource":{"resourceType":"Patient","id":"34","meta":{"vers
ionId":"1","lastUpdated":"2021-10-
25T14:02:26.282+09:00"},"identifier":[{"system":"urn:oid:1.2.392.200036.9169.1.9.20.20","value":"1234567814"}],"active":true,"name":[{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinitio
n/iso21090-EN-representation","valueCode":"ABC"}],"family":"KANEDA","given":["MITSUHARU"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-
representation","valueCode":"IDE"}],"family":"金田","given":["光春"]},{"extension":[{"url":"http://hl7.org/fhir/StructureDefinition/iso21090-EN-representation","valueCode":"SYL"}],"family":"カネ
ダ","given":["ミツハル"]}],"telecom":[{"system":"phone","value":"089-993-1000","use":"home"}],"gender":"male","birthDate":"1934-06-27","address":[{"text":"愛媛県松山市北条１３５－５
","postalCode":"799-2340","country":"JP"}]},"search":{"mode":"match"}}]}
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導入費用が…

開発費用が…

SS-MIX は HL7 V2 を標準採用し、データベースもフォ
ルダ構成ルールのみで単純であるため、開発負担は実
は小さい仕組みである。
しかし、クリニックやモバイル端末からアクセスしようとする
と、HL7 V2通信を開発する必要があり、負担が大きい。

それでもデータ交換の仕
組みとしてはエコ

SS-MIX
データベース

aa|bb|cc aa|bb|cc

インターネット

FHIR GW を REST
通信用に増設

ブラウザ

FHIRベースのクラウド
サービスを利用

FHIRベースのアプリを
ダンロード

SS-MIX に FHIR GWを追加採用することにより、デー
タ共有対象が広がる。モバイル端末のFHIR対応アプ
リも今後、開発、普及が期待できる。クラウドサービス
でのSS-MIXアクセスサービスが登場すれば、様々な
施設が安価に情報共有を実現できるようになるだろう。
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®

®

院内

HIS

部門

部門

未接続部門

新システム

新デバイス

院外

他院／クリニック
薬局

IHE XDS.b + XCA

クラウド／モバイル
サービス

SS-MIX

ベンダ独自手順 その他施設
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ご清聴ありがとうございました。
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